
平成28年（2016年）6月20日2 変えよう！ニッポンの家づくり
グリーン市場

　Birth＆Rebirthがプロデュースす
る全国のグリーン雑貨店は21店舗。う
ち直営は１店舗で、他は提携工務店が
運営する。グリーン雑貨店を工務店が
運営する目的は、近隣のエンドユー
ザーやＯＢ客が集える場所を店内につ
くり、「グリーンのある生活」の共感ネッ
トワークを広げるためだ。グリーンイ
ンテリアが好きで、グリーン雑貨を扱
う工務店に対し興味を持ち、自分が住
みたいと願う癒しの家づくりをこの工
務店がしてくれるかもしれないと思う
顧客が店に訪れる流れをつくる。
　グリーン雑貨店で販売する観葉植物
の育て方講習会やグリーンインテリア
イベントを開催。グリーン雑貨店を運
営する地方工務店の中には、感度のい
い新築やリフォーム見込み客6000会員
のリストを集めたところもあるという。
　グリーン雑貨店にやってくる顧客
は、住宅性能（スペック）に興味を持
つよりは暮らしのシーンを大切にする
ことが多い。グリーンインテリアの話

﹁スペック﹂より﹁シーン﹂重視
強まるコンサルティング要望

題を通じ、リフォームや新築住宅の受
注につなげる工務店が生まれている。

対面販売で積極提案

　植物関連の雑貨卸会社ノア（大阪府
豊中市、山野井義一社長）は、関西を
中心にグリーン雑貨を扱うショップ「み
どりの雑貨屋」４店舗を展開している。
近年、グリーン雑貨店はショッピング
モールでも人気業態で「みどりの雑貨
店」もイオンモール京都桂川店や阪急

西宮ガーデンズに出店している。
　植物やフェイクグリーンと雑貨を
セットで販売。客単価は3500〜4000円
と一般的なフラワーショップより高
い。ターゲット層は35歳女性だが、20
代や60代後半の女性も購入している。
店内ではグリーンインテリアの説明を
するように心がける。「基本は提案販
売。グリーンに興味を持っていても、
どう使ったらいいかわからない人も多
く、積極的な提案がカギ。何に使うか
具体的に説明することで購買意欲を
持ってもらえるようになり、お客様の
ほうから相談を持ちかけられるように
なる」という。
　室内でグリーンインテリアの要望が
強い場所は玄関やトイレ、リビングだ
が、太陽光が遮られる場所にはフェイ
クグリーンを使って、グリーンインテ
リアをメイクするのが流行となってい
る。ＤＩＹの入り口としても、一般の
人が取り組みやすいという観点から注
目したい分野だ。

［写真上］グリーンインテリアが並ぶ「みどりの雑貨屋」
［写真右］グリーンを活用した打ち合わせスペース（エスティナ広島）

［写真上］Birth＆Rebirthが
プロデュースするグリーン雑
貨店

［写真左］行列状態の「TRU
NK FES〜男前DIY〜」

工務店向けグリーン雑貨ＥＣサイト開設

　Birth＆Rebirthは、グリーン雑貨のウェブショッ
プをオープンし、工務店向けの販売サービスを開始
した。モデルハウスの演出やイベント配布用のノベ
ルティとして人気の「グリーン雑貨」を、雑貨店事業
に加盟していなくても気軽にネットで購入できる。
HP：www.leaforreef.com


